
 

り免状が交付されました。 

３．水産物の安全確保 水産庁で中間取りまとめ 
 水産庁では、生産段階における水産物の安全確保を図る観点から現行制度の点検、水産

に基づく規格・基準を設定、飼料の使用記録の保持 ②未承認医薬品の使用

の使用記録の保持 を実施していくこととしました。 

防汚剤の使用については、ＪＦ全漁連で認定されているもの以外に、一部で

用があるのではないかと懸念されていることから、使用実態を調査する必要

した。 

層水脱塩施設始動 5月8日より供給開始 

焼津漁港にある県駿河湾深層水取水供給施設の隣地に建設を進めていた駿河

施設がこのほど完成し、5月8日から脱塩水の供給を始め、5月31日までの試運

で給水が行われます。 

に向けて、機器の調整や脱塩水の成分分析、安全確認などを進めており、給

浸透膜方式による淡水を「駿河純水」、同方式により濃縮した深層水を「駿河

析方式によりミネラルを特化した深層水を「駿河硬水」、同方式により塩分

層水を「駿河塩水」と名称を決めました。 

らの深層水脱塩水有料給水では、いずれの深層水脱塩水も10リットル100円

ットル5,000円の料金で脱塩施設の券売機で利用券を購入し、利用できるこ

ます。なお、定期購入の場合は振込も可能となっています。 

うよ』(吉村喜彦著) 
載され、好評を博していた“21世紀の漁師たち”が単行

店で発売されました。“21世紀の漁師たち”は、作家の吉

る若手漁師を体当たりで取材し、漁業・漁村の魅力や若

ています。 

所：小学館 

引が適用され、割引価格1,000円で購読できますので購読

希望の方は各 日までに本会漁政課までご連絡下さい。 
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１．第34期入学式を挙行 立派な海の男を目指し17名が入学 －県立漁業高等学園－ 

 県立漁業高等学園(戸塚宏一園長)では、去る4月9日平成15年度(第34期)の入学式を挙行

しました。 

 本年度は航海科9名、機関科8名の計17名が入学し、式典では戸塚園長の式辞、竹内水産

総室長の挨拶に続いて、戸本焼津市長、佐藤同学園後援会副会長(県信漁連会長)から夫々

祝辞が述べられました。 

 この後、新入生を代表して機関科の鈴木慎一君が「友達と助け合い、県のよき漁業後継

者となるよう努力します」と誓いの言葉を述べ閉会となりました。 

 なお、新入生は全員寮に入り、今後1年間航海方法や法規、機関概要等について学ぶとと

もに、南方海域への1ヶ月間にわたる航海実習などにも取組み、来年の国家試験で5級海技

士を目指すことになります。本年度入学者の出身内訳は次のとおりです。 

▽県内12名：三島市1名、田方郡1名、静岡市3名、藤枝市2名、掛川市2名、浜松市3名 

▽県外5名：長野県、山梨県、神奈川県、京都府、大阪府 各1名 

２．海技従事者臨時国家試験(焼津) 21名が合格 

 本会・焼津漁協・県鰹鮪漁協共催による平成14年度船舶職員養成講習会が去る3月7日閉

講し、引き続き11日～14日の4日間、焼津漁協において執行された海技従事者臨時国家試験

に受講生25名が挑みました。 

 その結果、3級海技士6名(航海3・機関3)、4級海技士11名(航海5・機関6)、5級海技士4名

(航海4)の計21名が筆記・口述試験に合格し、引き続き実施された免許講習後、同運輸局よ

に飼料安全法

禁止と医薬品

 また、漁網

認定以外の使

があるとしま

４．駿河湾深

 焼津市が新

湾深層水脱塩

転期間は無料

 現在は給水

水に当たり逆

濃水」、電気透

を濃縮した深

 また、6月か

から、1,000リ

とになってい

５．新刊図書

 雑誌「BE-

本になり、3

村喜彦さんが

手漁師の漁業

▽定価：1,2

 なお、本会
業概要説明会」開催のお知らせ 

室より、来る4月24日(木)午後1時30分から静岡県男女共同参画センター「あ

度水産事業概要説明会」を開催する旨連絡がありましたので

は、参加希望者は早めに手続き下さるようお願いします。 

予算・事業の概要 ▽参集者：沿海・業種別・内水面・加工

 ▽申込期限：平成15年4月18日(金) ▽申込・問合せ先：県

 Tel 054-221-2453 Fax 054-221-3288 

火)～4月28日(月))            －既報分省略－ 

マリンバンク委員会 (県信漁連) 

1回理事会 (県水産会館) 
物の安全確保にかかる今後の水産政策のあり方などについて検討を行う｢水産物の安全確

保にかかる水産政策のあり方検討会｣を設置し、去る3月25日検討会の中間取りまとめを行

いました。 

 検討会では、生産量が全体の5分の1を占めている養殖生産のあり方について多くの議論

がなされ、特に焦点となった議題は、給餌養殖における水産用医薬品と養殖水産動物用飼

料、漁網防汚剤の使用についてでした。 

 この中で、給餌養殖における水産用医薬品と養殖水産動物用飼料について、①主要魚種

について個別的に規制するというこれまでの方針を転換し、すべての魚種について包括的

ざれあ」において「平成15年

お知らせします。つきまして

▽内容：平成15年度水産関係

組合等関係団体、関係市町村
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